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１．研究計画の概要 

下水の臭素消毒副生成物質による化学物
質リスクの変化と消毒効果を検討する（平成
19 年度課題）。次に、臭素消毒下水を水道原
水と混合し、塩素または塩素代替消毒を行い、
その飲用におけるリスク評価を行う（平成 20
～22 年度課題）。 
 
２．研究の進捗状況 

本申請課題では、最初に、下水の臭素消毒
副生成物質による化学物質リスクの変化と
消毒効果（すなわち、微生物リスクの変化）
を、あわせて検討した。塩素消毒において、
消毒条件 1mgCl/L では 30 分後でも大腸菌群
数は放流水質基準の 3000CFU/mL 以下には
ならなかった。10mgCl/L では 3 分以内に水
質基準以下となった。また、臭素消毒では、
消毒条件が 2mgBr/L 未満の場合、大腸菌群
の不活化みられなかったが、2mgBr/L 以上で
は 3 分以内に放流水質基準以下となった。臭
素消毒も塩素消毒も同様に、低濃度から消毒
副生成物が検出された。臭素消毒の場合、消
毒条件が高濃度になるにつれ、消毒副生成物
の検出量は、塩素消毒よりも高濃度になった。 
次に、臭素消毒下水を水道原水と混合し、

ろ過などの処理後、塩素消毒または紫外線消
毒を行い、消毒副生成物質の生成を調べた。
消毒下水・水道原水混合水への紫外線照射は、
トリハロメタン生成にほとんど影響しなか
った。塩素/塩素消毒では、注入塩素濃度の増
加とともに総トリハロメタン濃度が増加す
る傾向があった。一方、臭素/塩素消毒では、
注入塩素量が 4mg/L で総トリハロメタン濃
度が最大となった。 

さらに、微生物感染リスクシミュレーショ

ン評価のプログラム化を行い、詳細な設定
（微生物のパラメータの設定、微生物による
感染リスク評価モデルの設定）を変更でき、
様々な場合のリスク評価もできるプログラ
ムとした。作成したプログラムをリスク工学
履修者（学生）とリスク工学者（専門家）に
試用を依頼し、使用感についてアンケート調
査を行った。アンケート結果をもとに、ソー
スコードとユーザーインターフェイスを改
良した。 
 
３．現在までの達成度 
平成 19 年度課題は「下水の臭素消毒副生

成物質による化学物質リスクの変化と消毒
効果（すなわち、微生物リスクの変化）」で
あった。これは進捗状況で記載したとおり、
達成済である。また、平成 20～21 年度課題
は「臭素消毒下水・水道原水混合水塩素消毒
または紫外線消毒による消毒副生成物質」で
あった。これも進捗状況で記載したとおり、
達成済である。さらに、全体を通じての課題
であるリスク評価についても微生物感染リ
スクシミュレーションプログラムの作成を
終了しており、平成 22 年度の研究結果を待
って、計算することが可能となっている。以
上のように本研究課題は当初の計画どおり
に進展している。 
 
４．今後の研究の推進方策 
当初の計画どおり進展させる。平成 22 年

度(最終年度)は臭素消毒下水を水道原水と混
合し、ろ過などの処理後、塩素消毒または塩
素代替消毒（紫外線消毒またはオゾン処理）
を行い、その飲用におけるヒトの化学物質リ
スク評価と微生物リスク評価を行う。また、



研究成果として学会発表した内容を雑誌論
文(査読有り)として投稿する。 
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